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慶
應
義
塾
大
学
教
授

山
本
龍
彦

政
権
が
交
代
し
て
も
、
分
断
は
な
く
な
ら
な
い
。

S
N
S
は
野
放
図
に
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す
だ
け
か
、

電
子
投
票
は
民
主
主
義
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
た
る
の
か
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
統
領
」
バ
イ
デ
ン
は
、
新
た
な

宗
教
分
裂
の
リ
ス
ク
と
な
り
う
る
か
。

ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ン
プ
社
会
の
今
後
を
見
通
す
。

刺
激
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
人
間
の
思
考
の
盲
点
を
突
き
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
関
心
経
済
」
に
適
合
し
て
拡
散
す
る
。

社
会
は
こ
う
し
て
分
断
さ
れ
て
き
た
。

人
々
の
熟
慮
を
促
進
す
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
作
れ
る
の
か
。

法
は
関
心
経
済
の「
外
部
」を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
の
か
。

や
ま
も
と　

た
つ
ひ
こ　
一
九
七
六
年
生
ま
れ
。

慶
應
義
塾
大
学
卒
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。博
士（
法
学
）。

桐
蔭
横
浜
大
学
を
経
て
慶
應
義
塾
大
学
法
務

研
究
科
教
授
、
同
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
副
所
長
。
著
書
に
『
Ａ

Ｉ
と
憲
法
』『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
考
え

る
』、『
憲
法
学
の
現
在
地
』（
共
著
）
な
ど
。

一
月
六
日
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
が
米
連
邦
議
会

議
事
堂
に
乱
入
す
る
事
件
を
起
こ
し
た
。
民
主

主
義
の
未
来
は
ど
う
な
る
（
Ａ
Ｐ
／
ア
フ
ロ
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
フ
ェ
イ
ク
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

—
—

「
関
心
市
場
」
の
社
会
的
デ
ザ
イ
ン
を
探
る

FO
C

U
S

大
統
領
選
挙
後
の
ア
メ
リ
カ
社
会
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自
由
は
、
エ
リ
ー
ト
と
人
民
が
と・

・

・
も
に
強
く
あ
る
こ
と
、
両
者
が

せ
め
ぎ
合
い
、
一
定
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
は
じ
め
て
実
現
す
る
と

考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
立
場
か
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
加

速
さ
せ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
強
い
警
戒
の
対
象
と
な
る
。
そ
れ
が
成

し
遂
げ
た
言
論
空
間
の
民
主
化
・
平
等
化
は
、
人
民
の
力
を
過
度
に

増
幅
し
、
か
か
る
均
衡
を
崩
す
と
認
識
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

考
え
の
下
で
は
、
あ
の
異
形
の
大
統
領
を
生
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
こ

の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
だ
（
！
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
冷
静
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
悪
い
の

は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
そ
れ
自
体—

—

エ
リ
ー
ト
批
判
の
政
治
運
動
と

し
て
の
そ
れ
（
吉
田
徹
、
水
島
治
郎
）—

—
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、

現
在
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
生
ん
だ—

—

あ
え
て
言
え
ば
異
形
の—

—

「
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
」な
の
か
、で
あ
る
。
本
稿
は
、「
関
心
経
済（attention 

econom
y

）」
と
呼
ば
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
、
そ
れ

が
言
論
空
間
に
及
ぼ
す
影
響
と
を
検
討
し
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
弊
害
を
抑
制
す

る
た
め
の
法
的
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
関
心
市
場
」
で
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
こ
そ
が
通
貨

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
情
報
過
多
の
世
界

で
は
、
人
々
が
払
え
る
関
心
や
消
費
時
間
が
情
報
量
に
対
し
て
稀
少

と
な
る
た
め
、
こ
れ
が
交
換
財
と
し
て
経
済
的
価
値
を
持
つ
。
関
心

経
済
と
は
、
こ
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

し
て
利
用
者
の
関
心
を
引
き
つ
け
、
こ
れ
を
広
告
主
に
販
売
す
る
こ

と
で
収
益
を
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
う
。
も
ち
ろ
ん
関
心
経
済

自
体
は
民
間
放
送
事
業
者
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
以
前
か

ら
存
在
し
た
。
し
か
し
、
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
技
術
・
競
争
政
策
担

当
の
大
統
領
特
別
補
佐
官
に
就
任
し
た
テ
ィ
ム
・
ウ
ー
教
授
（
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
）
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
む
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

同
モ
デ
ル
に
「
ほ
ぼ
排
他
的
に
依
存
し
て
い
る
」
た
め
、「
関
心
市

場
（attention m

arket

）」
は
目
下
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
今
で
は
わ
れ
わ
れ
の
全
て
の
時
間
が—

—

か
つ

て
は
非
商
業
的
な
時
間
で
あ
っ
た
友
人
や
家
族
と
過
ご
す
時
間
さ
え

も—
—

同
市
場
に
お
け
る
激
し
い
競
争
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

本
稿
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
か
か
る
構
造
下
に
お
い
て
は
、

閲ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

覧
数
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
の
滞
在
時
間
が
経
済
的
利
益
に
直
結
す

る
た
め
、
利
用
者
が
反
射
的
に
ク
リ
ッ
ク
し
そ
う
な
刺
激
的
コ
ン
テ

ン
ツ
が
重
宝
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。偽
情
報
が
拡
散
す
る
の
は
、

そ
れ
が
真
実
よ
り
も
刺
激
的
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
収
益
構
造
と
至
極
マ
ッ

チ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
閲
覧
履
歴
な
ど
か
ら
利
用
者
の
政
治
的
傾
向
や
感
情
が
予

測
さ
れ
、
そ
れ
を
最
も
刺
激
す
る
情
報
が
選
択
的
に
提
供
さ
れ
る
た
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め
、
同
様
の
傾
向
を
持
っ
た
者
同
士
が
強
固
に
つ
な
が
り
、
思
想

が
極
端
化
し
て
社
会
の
「
部
族
化
（tribalization

）」
や
分
断
が

加
速
す
る
と
い
わ
れ
る
（
エ
コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
現
象
）。
こ
う
み
る

と
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
下
の
人
民
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
収
益
構
造
の
ゆ

え
、
常
に
実
験
動
物
の
よ
う
に
セ
ン
シ
ン
グ
さ
れ
、
感
情
的
・
本

能
的
側
面
を
加
速
さ
せ
ら
れ
た
「
人
民
」
と
は
い
え
な
い
か
。
実

際
、
二
〇
一
六
年
の
米
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
勝
利
に
大
き
く
貢
献

し
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
社
（
英
・
選
挙
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
）
で
は
、
心
理
学
者
も
動
員
し
つ
つ
、
サ
イ
コ
グ
ラ
フ
ィ

ク
ス
の
手
法
を
用
い
て
個
々
の
利
用
者
の
心
理
を
微
細
に
分
析
し
、

怒
り
を
増
幅
さ
せ
て
判
断
能
力
を
低
下
さ
せ
る
「
感
情
ヒ
ュ
ー
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
」（
認
知
バ
イ
ア
ス
）
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
。
同
社

の
情
報
分
析
担
当
だ
っ
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ワ
イ
リ
ー
は
、
か
か

る
情
報
戦
略
を
「
心
理
戦
用
兵
器
」
と
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
を
誇
張
表

現
と
し
て
直
ち
に
は
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
る
（
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ワ
イ
リ
ー
著
・
牧
野
洋
訳
『
マ
イ
ン
ド
ハ
ッ
キ
ン
グ
』）。

ま
た
、
心
理
学
に
は
、
人
間
の
思
考
モ
ー
ド
を
直
感
的
で
処
理
速
度

の
速
い
シ
ス
テ
ム
１
と
、
論
理
的
・
内
省
的
で
処
理
速
度
の
遅
い
シ

ス
テ
ム
２
に
分
け
る
二
重
過
程
理
論
が
あ
る
が
、
情
報
量
に
対
し
認

知
資
源
が
乏
し
く
な
る
ネ
ッ
ト
環
境
下
で
は
、
前
者
を
刺・

・

・

・

激
し
て
個

人
の
自
動
的
反
応
（
反
射
）
を
引
き
出
す
こ
と
が
特
に
重
視
さ
れ
る

と
い
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
攻
撃
性
の
高
い
粗
暴
な
言
論
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
、
ウ
ー
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
１
が
絶

え
ず「
砲
撃
」を
受
け
、刺
激
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
自
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ア
カ
ウ

ン
ト
（
ボ
ッ
ト
）
な
ど
も
存
在
す
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
に
存
在
す
る

ア
カ
ウ
ン
ト
の
約
一
五
％
が
、
直
接
人
間
が
関
与
し
な
い
ボ
ッ
ト
だ

と
の
調
査
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ボ
ッ
ト
に
、
特
定
の
投
稿
を
リ
ツ

イ
ー
ト
さ
せ
た
り
、
特
定
の
有
名
人
を
フ
ォ
ロ
ー
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
で
、
特
定
の
候
補
者
や
思
想
を
現
実
よ
り
も
人
気
の
あ
る
も
の

に
見
せ
、
虚
偽
の
社
会
的
合
意
を
作
り
出
せ
る
。
ま
た
、
国
家
が

「
フ
ェ
イ
ク
群
衆
（fake crow

ds

）」
を
組
織
し
て
フ
ェ
イ
ク
な
感

覚
を
捏
造
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ゲ
イ
リ
ー
・
キ
ン
グ
教
授

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
）
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
政
府
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
捏
造
・
投
稿
し
、
論
争
の
主
題
を
操
作
し
て

い
る
。
情
報
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
（
意
図
的
氾
濫
）
に
よ
り
、
人
々
の

目
先
を
変
え
、
政
府
批
判
を
抑
え
込
ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。
他

に
も
ロ
シ
ア
政
府
が
、
自
ら
に
と
っ
て
不
都
合
な
相
手
を
攻
撃
す
る

た
め
、
官
民
の
「
混
合
隊
」
を
結
成
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ロ
ー
リ

ン
グ
（
対
象
が
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
を
し
て
い
る
な
ど
の
「
荒
ら
し
」

投
稿
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
）
を
仕
掛
け
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
ウ
ー
は
、「
聞
き
手
が
、
所
与
の
問
題
に
捧
げ
ら
れ
る
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時
間
幅
を
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
と
き
、
聞
き
手
が
深
く
掘
り
下

げ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
く
、
反
対
意
見
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。

そ
う
し
た
環
境
下
で
は
、
フ
ラ
ッ
デ
ィ
ン
グ
は
、
伝
統
的
な
検
閲
と

同
じ
ぐ
ら
い
効
果
的
だ
」
と
言
う
が
（T

im
 W

u,  "Is the First 
A

m
endm

ent O
bsolete?" M

ichigan Law
 R

eview
, 117 

（3

） 

（2018

） pp.547, 566
）、
正
鵠
を
射
た
指
摘
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
精
神
ハ
ッ
ク
」
を
防
御
す
る
社
会
設
計
は
可
能
か

　

以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、現
在
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
下
の
人
民
と
は
、

関
心
経
済
の
下
で
感
情
を
常
に
刺
激
さ
せ
ら
れ
、
瞳
孔
を
開
き
っ

ぱ
な
し
に
さ
せ
ら
れ
た—

—
addicted

な—
—

「
人
民
」
で
あ
り
、

そ
こ
で
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
、
こ
う
し
た
「
人
民
」
と
上
述
の
よ

う
な
ボ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
る
「
フ
ェ
イ
ク
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る

と
い
え
る
。
無
論
、
フ
ェ
イ
ク
で・

・

・
な
い
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
存
在
す
る

の
か
、
と
い
う
批
判
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
歴
史
上
、dem

os

を
構
成
す
る
一
人
一
人
が
そ
の
精
神
を
微
細
に
把
握
さ
れ
、「
か
た

ま
り
（m

ass

）」
で
は
な
く
「
個
人
」
単
位
で
そ
の
精
神
が
ハ
ッ
ク

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
従
前
のdem

os

も
、
確
か
に

そ
の
感
情
的
側
面
が
加
速
さ
れ
る
被
操
作
的
存
在
だ
っ
た
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
常
に
接
続
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
非
接
続
的

時
間
の
中
で
、
ま
た
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
人
間
関
係
の
中
で
、「
我
に

返
る
」
瞬
間
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
「
人

民
」
は
、
関
心
経
済
の
支
配
す
る
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
刺
激
空
間
に
接

続
し
続
け
る
こ
と
で
、H

om
o sapiens sapiens

の
あ・

・

・

・

る
一
面
を

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り
極
端
に
肥
大
化
さ
せ
ら
れ
た
、
不・

・

・

・

自
然
な
人

間
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

ボ
ッ
ト
規
制
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
対
策
を

取
り
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
関
心
経
済
の
下
で
ボ
ッ
ト
が
完
全
に

消
え
去
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
仮
に
ボ
ッ
ト
が
減
少
す
る
と
し
て

も
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
が
、
閲
覧
数
獲
得
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
わ
ず

か
な
盛
り
上
が
り
を
、「
炎
上
」
な
ど
と
し
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

に
書
き
立
て
る
こ
と
が
あ
る
（
非
実
在
型
炎
上
。
鳥
海
不
二
夫
、
山

口
真
一
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
一
部
の
盛
り
上
が
り
を
、
関
心
を
引
き
た

い
既
存
メ
デ
ィ
ア
が
我
先
に
と
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
増
幅
す
る
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
が
、
フ
ェ
イ
ク
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
最
大
の
要
因
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

か
く
し
て
、
現
在
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
惹
起
し
て
い
る
問
題
の
本
質—

—
異
形
な
大
統
領
を
生
み
出
し
た
も
の
の
正
体—

—

は
、
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り
、
フ
ェ
イ
ク
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、

ま
ず
も
っ
て
対
処
が
求
め
ら
れ
る
の
は
後
者
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
だ
と
す
る
と
、わ
れ
わ
れ
は
こ
の
現
象
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。
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エ
リ
ー
ト
批
判
と
い
う
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
そ
れ
自
体
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
減
じ
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
こ
の
「
異
形
」
と
対
峙
す
べ
き
か
。

　

第
一
に
、
感
情
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
法
的
に
禁
止
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
最
近
、
米
国
で
は
「
認
知
過
程
の
自
由
（cognitive 

liberty

）」
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
が
（
小
久
保
智
淳
「
認
知
過

程
の
自
由
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
六
号
三
七
五
頁
）、
わ
れ
わ
れ

の
憲
法
は
既
に
内
心
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
（
一
九
条
）。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
た
精
神
へ
の
直
接
的
介
入
を
制
御
し
（
心
理
的
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
の
規
制
）、
送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
利
用
者
本
人
が
主
体

的
・
自
覚
的
に
選
択
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
は
、
利
用
者
の
感
情
を
減・

・

・

・

速
さ
せ
、

「
熟
慮
」
を
促
す
た
め
の
設
計
を
組
み
込
む
べ
き
だ
。
例
え
ば

T
w
i
t
t
e
r
は
、
二
〇
二
〇
年
米
大
統
領
選
の
際
に
、
リ
ツ
イ
ー

ト
の
際
に
利
用
者
に
再
考
さ
せ
る
た
め
、
あ
え
て
投
稿
の
手
順
を
増

や
す
な
ど
の
対
策
を
施
し
た
。
も
っ
と
も
、
熟
慮
―
―
シ
ス
テ
ム

２
の
ス
ロ
ー
な
意
思
決
定
―
―
は
関
心
経
済
の
敵
で
あ
り
、
事
業
者

が
ど
こ
ま
で
本
気
で
取
り
組
む
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
法

律
で
こ
う
し
た
対
策
を
義
務
付
け
る
こ
と
も
必
要
に
な
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ

が
二
〇
年
一
二
月
に
発
表
し
た
包
括
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
制

法
（D
igital Service A

ct, D
SA

）
は
、大
規
模
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
対
し
、
民
主
主
義
や
人
権
へ
の
リ
ス
ク
を
査
定
す
る
こ
と
、
同

リ
ス
ク
に
つ
い
て
抑
制
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を
義
務
付
け
た
が
、

上
述
の
よ
う
な
熟
慮
促
進
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
、
か
か
る
抑
制
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
関
心
経
済
の
「
外
部
」
を
立
法
に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
し
、

そ
こ
か
ら
関
心
経
済
の
行
き
過
ぎ
を
絶
え
ず
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
だ
。現
在
は
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
ら
ゆ
る
言
論
の
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
関
心
経
済
の

内
部
に
取
り
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
。そ
れ
が
、上
述
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
ル
ー
プ
を
生
み
、フ
ェ
イ
ク
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
近
年
各
国
で
試
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ス
使
用

の
正
当
な
対
価
を
報
道
機
関
に
支
払
う
こ
と
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
に
義
務
付
け
る
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
関
心
経
済
か
ら

一
定
程
度
自
立
さ
せ
（
従
前
も
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
再
販
制
な

ど
に
よ
り
自
由
競
争
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
た
）、
言
論
空
間
に
感
情

と
理
性
の
均
衡
を
作
出
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。国
家
は
、プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
徹
底
し
た
透
明
化
を
求
め
、
報
道
機
関
に
よ
る
批
判

の
回
路
を
ひ
ら
く
こ
と
で
、
同
機
関
を
、
国
家
権
力
だ
け
で
な
く
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
権
力
に
対
す
る
ウ
ォ
ッ
チ
ド
ッ
グ
と
し
て
も
機

能
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
問
題
の
根
本
的
解
決
に
は
、
関
心

経
済
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
下
部
構
造
そ
の
も
の
へ
の
批
判
的
言
論
を
制

度
的
に
保
障
し
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
●




